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堀井　日本は今、行き過ぎた中央集権
や効率優先主義によって、歴史・文化の
軽視や地方の疲弊といった問題が顕在
化しています。上田先生は2009年に
『西郷隆盛 ラストサムライ（日本経済
新聞出版社）』を上梓され、現在は『西郷
義塾』を主宰されるなど、西郷隆盛の思
想をもって現代日本の国づくりを根本
から問い直そうとされているように思
います。本日はそうした観点から、現代
日本が抱える文化性の欠如や地域社会
の自立といった問題について、上田先
生のお考えをたっぷり伺いたいと思い
ます。
上田　私もお話したいことがたくさん
あります（笑）。まず、文化性の欠如につ
いては、阪神淡路大震災が起きたとき
から感じておりまして、この度の東日
本大震災でその思いをさらに強くして
います。ここでいう文化性とは多様性
のことです。東日本大震災では、地震に
よって電力供給が断たれ、鉄道輸送が
完全にストップしました。すべて電化
されているからです。とはいえディー
ゼル機関車を使うことができれば、鉄
道輸送は少しでも確保できたはずです。
アメリカではテロや災害で架線の電力
供給が断たれたときに備えて、全列車
の2割程度はいまだにディーゼル機関
車にしています。また、陸路が崩壊した
のであれば、海から救援隊や自動車な
どを投入すればいいのですが、海上自
衛隊の揚陸艇は災害地にはなかなか行
けませんでした。揚陸艇というのは、敵
の攻撃をかいくぐって侵攻し、敵陣の
岸辺に直接乗り上げて兵士や装甲戦闘
車などを上陸させる、いわば海の戦車
です。日本の揚陸艇はフェリー（貨客
船）のように波が静かで港がないと接
舷できないものだったので、地震で壊
滅状態にある港には入れませんでした。
（編集部補：東日本大震災では、「オペ
レーション・トモダチ（米軍による東
日本大震災のための救援・救助作

戦）」で、震災の翌月、宮城
県気仙沼市の離島・大島に
米軍の強襲揚陸艦エセッ
クスの汎用揚陸艇が上陸
し、海兵隊員ら約300数十
人が搬入した重機などを
使ってがれき撤去を行っ
た）
　また、日本のコンテナ船に
は荷揚げ用のクレーンを装
備していません。クレーンは
港側にあるんです。一方、ア
メリカにはクレーンのない
港でも物資を運べるように、
クレーンを装備したコンテ
ナ船があります。こうした備
えは経済的、効率的に考えれば無駄と
いえますが、有事になると活きてくる。
一見不経済で非効率であっても、こう
した多様性を備えておくことが文化
だと思います。電力も原発だけに頼る
のではなく、いろいろな手だてを備え
ておくべきです。
堀井　いつ頃からこうした効率性・経
済性が偏重されるようになったのでし
ょうか。
上田　震災対策に限らず、近年の日本
の政治、経済、社会全般における混迷的
状況は、明治維新にさかのぼって問題
があると考えています。大久保利通を
はじめ明治維新を進める者たちは、「西
洋の技術を取り入れ、日本人の魂をも
って近代革命を起そう」という和魂洋
才思想に基づいて改革を進めました。
その結果、日本の産業や経済はかなり
西洋化しました。ちょんまげを結った
り刀を差す人がいなくなり、生活習慣
もかなり洋風化しましたね。しかしこ
こで問題となるのが、洋才を重視する
あまり「和魂」を切り捨ててしまったこ
とです。

上田　西洋化によって日本人が自らの
魂をなくしていることは、私の専門で
ある建築や都市にも如実に表れていま

す。例えば、日本人がヨーロッパ旅行を
すると、必ずといっていいほど古い教
会や町並みを観光します。歴史遺産が
豊富にあるからですね。一方、日本では、
ヨーロッパのような古い町並みは京都
や奈良を除いてほとんどなくなってし
まいました。そういうことを言うと、
「日本と西洋では都市構造が違う。西洋
は石造建築だから残っているが、日本
は木造建築だから戦争で焼けて残って
いないのは当然だ」と反論されそうで
すが、ヨーロッパでも第二次世界大戦
で多くの歴史的建築が失われました。
しかし、それらの多くが戦後に復元さ
れているんです。その典型的な例が、ド
イツ・ザクセン州の州都ドレスデンに
あります。第二次世界大戦でイギリス
軍は、この町の中心にあるバロック建
築のカテドラル（聖母教会）を空爆し、
16～18世紀の町並もろとも一瞬にし
て吹き飛ばしました。カテドラルは内
部が吹き抜けですから、ここに高性能
爆弾を打ち込んで屋根に穴を開け、さ
らに焼夷弾を投入して大爆発させると
いう新手の作戦です。もちろん多くの
市民も命を落としました。ドレスデン
に住むザクセン人は、イギリス人（アン
グロサクソン人）から見れば民族的に
は同胞です。ドイツ軍は、そんなまちを
イギリス軍が攻撃するとはよもや考え
ておらず、チャーチルが下した容赦な
い奇襲に驚愕しました。

　さて問題は、この爆撃を受けた後の
対応でした。ドレスデンの人たちは爆
撃された場所をフェンスで囲み、そこ
に粉々に飛び散った建物の破片を放り
込み、瓦礫のまま60年間放置しておい
たんです。いつか必ずカテドラルや町
並みを復元しようという考えからです
が、その歴史的な破片を誰も盗んだり
持ち出そうとしなかったことには感心
させられます。そうして60年が経ち、
10万個以上の破片をコンピュータで
計測して再び組み立て、カテドラルや
町並みを復元したんです。復元された
建物は見ればすぐ分かります。当時の
破片は黒ずんだ色をしており、それが
見つからなかったところは現代の白い
石で埋め合わせていますから、黒と白
のまだら模様になっているんです。日
本人はこの建物をぜひ見るべきだと思
いますね。なぜなら復元された聖母教
会は、ドイツ人の魂の象徴だからです。
これを見れば、「日本は木造建築だから
焼けてなくなれば復元できない」なん
て、復元する気がないための言い訳の
ように聞こえます。
堀井　いったい「和魂」はどこに行って
しまったのでしょうか。
上田　建築や都市についていえば、日
本人の魂の象徴は「木のまち」だと思い
ます。私たちの長い歴史を振り返れば、
連綿と続く木へのこだわりが感じられ
ます。例えば日本は中国から漢字をは

じめさまざまな文化を受け
入れましたが、石造やレン
ガ造の建築文化は受け入れ
ていません。空海は入唐の
折に大雁塔や小雁塔（教典
や仏像などを保管するため
の石造の塔）を見たに違い
ありませんが、日本で寺を
建てるときはそれに倣わず、
木造で建てています。明治
維新まで日本には死者の柩
以外は石造やレンガ造の建
築はありませんし、城や天
守閣もすべて木を漆喰で固
めたものです。天智天皇以
前は天皇が代替わりするた

びに建物や持ち物などを焼却し、最初
から作り直す文化がありました。江戸
のまちが大火で焼失しても、またすぐ
に建て直している。そうして外観は多
少変わりつつも、木造の文化は連綿と
続いているんです。日本人がここまで
木造にこだわるのは、単に耐震性や機
能性のためではなく、そこに日本人の
魂が込められているからだと思います。
これには安藤忠雄さんも共感してくれ
て、彼と一緒に木の文化について研究
したこともあります。彼はセビリア万
博の日本館を木造で設計して話題にな
りましたね。また、こうした木の文化は、
かつて大阪商人の信用経済の象徴であ
った「のれん、蔵、船」にも反映されてい
ますし、そうした商業文化を支えてい
たのが町家でした。つまり大阪人にと
っては、町家こそが自分たちの魂の拠
り所だったんです。しかし明治維新以
降、大久保利通ら
が西洋文化の導入
に躍起になるあま
り、日本人古来の
魂はどんどん追い
やられてしまいま
した。

上田　大久保利通はプロイセン（ドイ
ツ）やフランスで学んだ富国強兵策を
掲げ、新たな国づくりをめざしました。
もともと富国強兵という言葉は、熊本
出身の勤皇の志士である横井小南
（1809～1869）が言い出したもので、
横井は富国強兵に加えて「士魂」つまり
武士の魂の大切さを説いています。し
かし大久保利通や山縣有朋らが目指し
たのは、士魂なき富国強兵でした。陸軍
大将だった山縣有朋は、「武器さえあれ
ば農民でも兵士になれるのだから士魂
など必要ない」と考え、徴兵を行ってい
ます。江戸城の無血開城に端を発した
上野戦争（1868年：旧幕府軍の彰義隊
と薩摩・長州藩を中心とする新政府軍
の交戦）では、大村益次郎が作戦指揮す
る新政府軍が、肥前佐賀藩から調達し
た多数のアームストロング砲を使って
上野山の彰義隊をわずか1日半で陥落
させました。まさに武器の勝利です。こ
のとき西郷隆盛は、「仕えた殿こそ違え、
彰義隊とて我らと同じ武士。それを殺
すとはまかりならぬ」と主張したため
に総大将を解任されたと言われていま
す。西郷にとって“武士より武器”とい
う魂なき効率優先主義は、断じて受け
入れ難いものだったのでしょう。
堀井　すべては岩倉具視使節団で欧米
スタイルを学んだ大久保利通や木戸孝
允らが効率最優先の富国強兵路線に走
り、強力な中央集権国家をつくろうと

したことに起因しているんですね。一
方、使節団に加わらず日本で留守中の
政府を主導した西郷隆盛は、帰国した
大久保や木戸と意見が合わず郷里に帰
って独自の国づくりに取り組みました。
上田　西郷隆盛は遣韓使問題で下野し
た後、薩摩に帰って私学校をつくり、大
久保利通らが進める中央集権体制とは
まったく逆の、地域の自立による国づ
くりをめざしました。大久保らが農民
に武器を持たせて「これからは武士で
はなく武器の時代だ」と徴兵軍をつく
ったことに対し、西郷は兵法に加えて
儒教思想である陽明学を教え、魂の大
切さを訴えたんです。西郷は、東洋の
国々を植民地化するような西洋の道徳
観は信用ならないと思っていたんでし
ょうね。そして重要なことは、私学校で
農業も教えたことです。西郷は自ら率
先して畑を耕し、作物を売りに行って、
「これからは文・武・農の時代だ」と範を
示しました。江戸時代には、坂本龍馬の
ように地元に定着して農業も行い、武
士としての教育も受けた“郷士”がたく
さんいました。郷士は強い団結力をも
っており、他所から藩主に着任した者
にとっては恐い存在です。例えば土佐
の郷士である長宗我部一族は、新しく
土佐藩主に着任した山内一豊に仕官を
促されても大抵断っていますし、徳島
藩主の蜂須賀家政は、長宗我部の残党
と融和するために阿波踊りをはじめた
とも言われています。このように西郷
は、城郭を築くのではなく、私学校を中
心に多くの「郷士」をおくことで国を守
ろうと考えました。それは“小さな国
家”ともいうべきもので、地域が自立し
た新しい国づくりのモデルでした。そ
してそれこそが、スイスのような国家
だったのです。
　西郷自身はスイスのことは何も語っ
てはいませんが、じつはスイスと深い
縁がありました。明治維新の前、西郷は
横浜にいたファーブル・ブラントとい

うスイスの貿易商と懇意にしており、
ブラントの射撃クラブで銃術を学んで
います。薩英戦争（1863年）以後、薩摩
とイギリスは友好関係を深めていまし
たが、戊辰戦争（1868年）で使われた武
器はイギリスから輸入せず、ブラント
を通じてスイスから調達したものでし
た。西郷は、アヘン戦争（1840年）で中
国を植民地化したイギリスに対して、
友好的に見えて何をするかわからない
恐れを感じていたのでしょう。スイス
はヨーロッパのなかで唯一植民地を持
たなかった国ですから、取引相手とし
ては安心できたんですね。そして、その
武器を横浜から鳥羽伏見に運んだの
が西郷の従兄弟の大山巌です。大山は
のちに、ヨーロッパの砲兵術を学ぶた
めブラントの世話で3年間スイスに留
学ました。西郷隆盛に兄事した村田新
八もスイスを訪れています。また、西南
戦争（1877年）で薩摩軍の一員として
従軍し負傷した西郷の長男菊次郎を横
浜で世話したのもブラントでした。西
郷菊次郎は、後年京都市長にもなった
人です。こうしたことから西郷隆盛は、
ブラントを通してスイスに精通してい
たように思われます。また、スイスにつ
いては明治初期から福沢諭吉をはじめ
為政者たちに良く知られており、木戸
孝允でさえ「スイスはヨーロッパで一
番良い国だ」といっている記録も残っ
ています。

堀井　日本人がもう一度明治維新の原
点に立ち返って国の再建を考えるなら
ば、西郷隆盛が目指したような、自立し
た地域社会というもう1つのモデルが
あるわけですね。それがスイスである
と。
上田　スイスは小国ですから、他国か
ら攻められやすいという考えは誤りで
す。岩山ばかりのスイスを侵略しても
メリットは少ない。ただ有事の備えは

必要です。そのことは徳川幕府でさえ
分かっていました。侵略者にとって日
本は、占領するには国土は狭いし、資源
も乏しい。しかも国内いたるところに
武器を持ったサムライがうようよして
いる。こんな国はスイスと同じで、侵略
するメリットがないんです。攻め込む
なら国土や資源が豊富な中国のほうが
ずっと価値があるでしょう。ただしロ
シアに対してだけは、南下政策の足が
かりとして北海道をはじめ日本の港が
標的にされることを懸念して、明治政
府は屯田兵を配備するなど対ロシア政
策を講じました。西郷隆盛は私学校で
教えた兵法も内戦のためではなく、ロ
シアを仮想敵国とした自衛策だったん
です。
　現在、スイスの人口は600万人ほど
ですが、そのうち40万人が民兵です。常
備軍は2,000人ぐらいしかおらず、その
ほとんどが空軍関係者です。陸軍に相
当する民兵は18歳から55歳くらいま
での民間人ですが、彼らは日頃訓練を
受けて有事に備えており、武器などの
装備も自宅に常備しています。有事の
際にはそれを持って市町村長のもとに
参集することになっており、市長や町
長の指揮下で国防活動に従事すること
になっています。スイスには約3,000の
市町村があり、40万人の民兵をわずか
2日間で動員できるといわれています。
また、民兵以外に女性や高齢者などに
よる30万人の民間防衛員がいます。こ
の人たちは戦闘員ではありませんから
武器は持っておらず、消防や警察の補
助をしたり、災害時の手伝いを行いま
す。もちろんこの人たちもボランティ
アで、有事の際には何をおいても市町
村長のもとに駆け付けることになって
います。日本で災害などがあると、ボラ
ンティアや募金活動をする人としない
人がいますね。私はそのボランティア
活動をスイスの民間防衛員のように制
度化すればいいと思っています。そう
して自然災害やテロなどが起きた際に
は、全員がその痛みを分かち合い、助け
合うのです。こういう人たちのことを
スイスのように「民間防衛員」というと

徴兵制をイメージして反対する人がい
るでしょうから、私はこれを“絆友（は
んゆう）”と名付け、地域の絆で結ばれ
た人たちが治安や防災に従事する制度
を作ればいいと主張しています。なか
には絆友にはなりたくないという人も
いるでしょうが、そういう人には“非絆
友税”を納めてもらって協力してもら
えればいいでしょう。
堀井　絆友がすべて市町村長の指揮下
に入るのであれば、よほどしっかりし
た人を首長に選ばなければなりません
ね。
上田　おっしゃる通り、そこが重要な
ところです。自分たちの生命を預ける
人ですから、市町村長は市町村民の直
接選挙で決める。頼りない人や横暴な
市町村長を選ぶわけにはいきません。
そうした意識を持つことで地域の人々
の結束も強まるはずです。地域社会の
自立は、自衛によって生まれると思い
ます。絆友意識をもって有事に備え、自
衛、自立の気運が醸成されれば、地域社
会は必ずよくなっていくと思います。
堀井　阪神淡路大震災のとき、市民に
「自助（自分で自分を助ける）、共助（お
互いに助け合う）、公助（行政機関など
に助けてもらう）のうち、どれで一番助
かったか」というアンケートをとった

ら、「自助」と答えた人が圧倒的に多か
ったそうです。いざというとき、自分の
身を守るのは自分でしかないというこ
とですね。日本人は明治維新以来150
年を経て、今やすべてお上がしてくれ
るものだと思っているふしがあります。
何でもかんでもお上に要求することが
良いことだとされ、ついには陳情でき
る議員が良い議員だと思われるように
なってしまった。そういう中央だのみ
の民主主義は方向性が違うと思います。
上田　かつて日本は、自治体警察
（1947～1955）といって市町村単位で
警察を持っていました。しかし、そうし
た警察は地元の古参議員と癒着したり、
言いなりになる傾向がありました。親
子代々にわたって議員をしていると、
市町村長や警察より地域の事情に詳し
くなり、意見も通りやすくなりますか
らね。そんな古参議員が威張っている
地域行政は不健全というべきです。
堀井　陳情を売り物にしたり、既得権
と癒着したり、さらには議員の地盤も
相続みたいに受け継がれる例も多い。
上田　そうです。スイスでは議員はす
べてボランティアです。日本もそうす
ればいい。総理大臣を含め議員にとっ
て肝心なのは有事の行政をしっかりす
ることであって、平時の行政の大半は

役人の仕事ですから、それを知っても
らう意味において議員活動をボランテ
ィアで行えばいいと思います。日本は
明治時代まではスイスと同じ“郷士国
家”でした。だからこそ西郷隆盛はその
伝統にもとづいて農業を国防産業と位
置付け、文武農を奨励しました。翻って
現代においても、市町村が地域産業を
育成・援助することで自立していかな
くてはならないと思います。そして大
事な政策は住民投票で決定する。そん
な“半直接民主制”が市町村の自立・自
衛を支えることになると思います。

上田　明治維新の富国強兵策によって
士魂が切り捨てられ、中央集権体制が
一層強く推進されたことは、現代の霞
ヶ関官僚による実質的な支配を生み、
地方の弱体化や政治・経済・社会の閉塞
感を生む原因となっています。私は大
学を卒業して建設省に入り、霞ヶ関で
10年間仕事をしました。その経験から
いえば、日本の政治を事実上動かして
いるのは、霞ヶ関に勤める課長以上の

上田 篤氏
昭和5年（1930）大阪市出身。京都大学工学部建築学科および同大学院卒業後、建設
省入省。京都大学、大阪大学、京都精華大学各教授を経て、現在、NPO法人社叢学
会副理事長、西郷義塾塾長。日本建築学会特別賞、日本エッセイストクラブ賞、環
境優良賞、毎日出版文化賞など受賞。近著『庭と日本人（2008年・新潮社）』『西
郷隆盛ラストサムライ（2009年・日本経済出版社）』『週裂伝説と国づくり（2011
年・鹿島出版会）』など。主な建築作品『大阪万国博覧会お祭り広場（1970年・日
本万国博覧会協会）』『洛西ニュータウン（1982年・京都市）』『京都精華大学キ
ャンパス（1997年・京都精華大学）』など。

官僚です。政治家が法案を出せば、それ
を通すために根回しをするのが官僚の
仕事なんですね。例えば原子力発電所
をつくる当初、万一事故が起きたとき
のリスクが大きいという理由で電力会
社各社は反対しました。そこで原子力
災害対策特別措置法などをつくって国
の補償体制をつくるのですが、そうし
た法案を通しやすくするのは官僚です。
審議会を組織する際にも、審議会で決
められる内容や方向性に沿った考えを
もつ大学教授などは官僚が人選します。
こうしたことは6,000人の課長補佐と
2,000人の課長級以上の官僚が鉛筆を
舐め舐め、また根回ししながら決めて
いることで、私が官僚だった時代から
このやり方は変わっていないでしょう。
いくら政治主導を唱えても、この体制
を変えることは並大抵のことではあり
ません。第二次世界大戦後、マッカーサ
ーは軍閥や財閥を解体しましたが、官
閥だけは温存した。占領政策を進める
ためには、そのほうが好都合だったん
ですね。官僚からは戦犯も出ていませ
ん。だから今でも日本を実質的に動か
しているのは、政治家ではなく霞ヶ関
官僚だと言っても過言ではありません。
堀井　このままでは絶望的ですね。官
僚も生かし、民間も生きる道はないも
のでしょうか。
上田　だからその突破口になるのが
“絆友”なんです。本来、日本は分散型の
社会だったのですが、明治維新によっ
て中央集権体制に変えられてしまいま
した。ですから日本を再び分散統治型
の社会に戻そうということです。1853
年にペリーが黒船を率いてやってきて、
その15年後の1868年に江戸幕府が倒
れました。当時、そんな大きな政変を予

想したサムライはどれだけいたでしょ
うか。「尊王攘夷」という言葉が出た当
初は、誰も見向きもしませんでしたが、
いったんそれが理解されると、燎原の
火のように広まりました。日本は情報
伝達が発達していますから、変わる時
は恐ろしいまでに変わるんです。
堀井　上田先生が提唱される絆友社会
のように、自らのことは自らで行うと
いう意識を持ちつつ、それでも足りな
いものは連帯して国レベルで考えると
いう、しくみにしていくべきでしょう
ね。国民はこれまで、“民をして由（よ）
らしむべし、知らしむべからず（為政者
は人民を施政に従わせればよいのであ
り、その道理を人民にわからせる必要
はない／論語「泰伯」）”ということに慣
らされてしまったように思います。昨
今はマスコミも付和雷同した論調が幅
を利かせ、政治がパフォーマンスにな
ってしまっている。ワンフレーズポリ
ティックスがもてはやされ、政治の劇
場化現象が起っている。そうした結果、
文化軽視、地方の疲弊、社会の混迷と閉
塞感を生んでいる。こういう日本の状
況を変えるためにも、明治維新の問題
の原点に立ち返って考えるべきでしょ
うね。
上田　西郷隆盛をはじめ大久保利通や
木戸孝允は明治維新三傑と言われてい
ますが、伊藤博文や板垣退助、岩倉具視
のように紙幣の肖像にはなっていませ
ん。いまだ彼らの評価が定まっていな
いからです。日本の政治家や官僚、学者
たちは、いまだに明治維新の総括をし
ていない、あるいはできていないんで
す。とくに逆賊とされた西郷となると
どう評価していいか分からないんです
ね。ともあれ、私はスイスにも行ってい

ろいろ調べた結果、西郷がめざした自
立した地域社会の集まりによってこそ、
“小国大輝”の日本が実現するという思
いを強くしています。日本は経済大国
になりましたが、国土や資源は乏しい。
しかし、そんな小さな国でも文化によ
って大きく輝くことができるんです。
そしてその文化とは、“動的平衡社会”
によって育まれるものだと考えていま
す。動的平衡とは生物学用語で、生物を
構成している細胞や組織は新旧の分子
が入れ替わりつつバランスを保つこと
をいいます。つまり人間の身体の細胞
の中身は3か月ですべて入れ替わりま
すが、外見は変化せず保たれていると
いうものです。私は、社会も動的平衡に
よって安定し持続するのがよいと思い
ます。1万年以上続いた縄文時代は、社
会が独立した集落（細胞）の集合体、つ
まり分散自立型社会だからでした。い
くつかの集落が災害や疫病などで全滅
しても、すぐ新しい集落がでてきて縄
文社会全体としては変わらず存在し続
けました。翻って現代の日本は中央集
権社会ですから、東京が全滅したらも
う終わりでしょう。しかも、そんな社会
において「経済性・効率性」という市場
原理で文化を削っていけば、いずれ文
化はなくなってしまうし、国や地域を
弱体化させてしまいます。採算や効率
を最重視する市場経済ではなく、行動
の多様性を重視した“文化経済”によっ
てこそ、国家や地域の持続性が保たれ
るのです。
堀井　市場経済ではなく文化経済によ
ってこそ国や地域が保たれるというお
考えは、とても説得力がありますね。本
日はどうもありがとうございました。
（2011年8月2日/大阪21世紀協会にて）

堀井良殷

震災で分かった
文化性

魂を取り戻す

動的平衡社会の
強み

絆友と
地域の自立

はん  ゆう
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聖霊会（4月22日）
　四天王寺（大阪市天王寺区）は、
推古天皇の甥にあたる聖徳太子が
崇仏派の蘇我馬子と共に挙兵した
折、廃仏派の物部守屋への戦勝を
祈念して593年に建立された。聖霊
会は聖徳太子の命日（旧暦2月22
日）に行われる当寺のもっとも重要か

つ大規模な法要で、現在は毎年4月22日に行われている。
　伽藍の北にある六時堂に仏舎利と聖徳太子の御霊を迎えて
催行され、法要の間は、堂前の石舞台で天王寺楽所による雅
楽や舞楽（重要無形文化財）が途切れることなく奉納される。平
安時代には都の貴族の四天王寺詣の楽しみのひとつだったと
もいわれ、今なおその優雅な調べと舞は多くの参詣者を魅了して
いる。今年は雨天のため、舞楽は六時堂内で行われた｡
　大阪21世紀協会では、当法要を「南大阪・上町台地フォーラ
ム」の第１回として、賛助会員の皆様に六時堂縁側の特別席で
参観いただいた。さらに5月14日には、同寺本坊にて四天王寺
大学教授の南谷美保氏と同寺執事の南谷恵敬氏による講演
会を開催し好評を得た。

いくたま夏祭り（7月11・12日）
　生國魂神社（大阪市天王寺区）はもともと大阪城の近くにあ
り、豊臣秀吉が築城する際に現在の地に移転された。毎年7月
11、12日の生國魂神社夏祭りでは、同社から大阪城に向けて
御鳳輦（神霊の乗物）の陸渡御が行われている。いわば「里帰
り」だ。最盛期の明治から昭和初期には千人を超える人々が繰
り出し、「陸のいくたま」「川の天神」と称されるほど賑わった。現
在は交通事情をを踏まえ、御鳳輦を車で運んでいる。この日は子
供神輿や獅子舞い、枕太鼓なども繰り出し、子どもから大人まで
大勢の人で溢れんばかりとなる。
　同社のご祭神は国土の守護神である生島大神と足神大神、
生活全般の守護神・大物主大神（ダイコクさん）など。その昔、上
方落語の祖・米澤彦八が境内で上方落語をひろめたことから芸
事の神様とも言われている。

だいがく祭り（7月24・25日）
　「だいがく」とは「台楽」または「台額」と書き、雨乞いの神事に
使用される櫓のこと。清和天皇の時代、難波の地一帯を旱魃が
襲った際、日本60余州の一の宮の御神燈と鈴を付けた櫓を立て
て雨乞い祈願をしたところ、大雨が降り注いだことから始まった。
　生根神社（大阪市西成区）のだいがくは高さ20mの柱に約
70個の提灯を飾り付けたもので、かつては各所にあったが戦災
などで消失し、現在は同社に保存されている1基のみとなってい
る。昭和47年に大阪府の有形文化財に指定され、これが公開
されるのは、生根神社夏祭りの7月24日（宵宮）と25日（本祭）の
2日間のみ。「だいがく音頭」や「だいがく担ぎ」なども奉納され、そ
の古式ゆかしく壮観な祭りを楽しもうと多くの人たちで賑わう。
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伝統神事・祭礼を間近で見学
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聖霊会に欠かせない舞の「蘇利古（そりこ）」。
この曲の間に太子御影の帳が上げられる。

六時堂前の「石舞台」。天候が良ければこの上で舞楽が行われる。

生國魂神社（拝殿）と本殿（拝殿の奥）

生根神社本殿と「だいがく」

　大阪・関西の伝統行事や伝統芸能などを支援する大阪21世紀協会では、平成23
年度より南大阪地区の歴史文化の探究・活性化をテーマに、「南大阪・上町台地
フォーラム」を開催しています。今年度は会員ならびに一般の方を対象に、上町台
地にある神社・仏閣の神事や祭礼の見学会、講演会を開催するとともに、これら伝
統行事を記録・発信しています。今年度のフォーラム対象行事をご紹介します。
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市場経済から文化経済へ
「小国大輝」で日本が変わる
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西郷隆盛と
スイス


